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述 べ よ
。

と い い な が ら
、

わ か い も の の よ う に じ ぶ ん の も ん ぺ を 見 ま わ し た
。

き ょ う は お ば あ さ ん の 誕 生 日 だ
。

そ し て わ た し も 新 し い 生 活 に は い る た め の 誕 生 日 だ
。

朝 も や の か か っ た 道 を い き な が ら
、

迪 子 は ひ と り で か ん が え た
。

な み だ が 出 そ う だ っ た
。

ふ り か え

る と 、 も ん ぺ の お ば あ さ ん は
、

み ん な と い っ し ょ に
、

ま だ 門 の 外 に 立 っ て こ ち ら を 見 て い た
。

迪 子 は

立 ち ど ま っ て 手 を ふ っ た
。

挺 身 隊 ： 日 本 が 第 二 次 世 界 大 戦 中 に 創 設 し た 勤 労 奉 仕 団 体 の ひ と つ で
、

工 場 な ど で の 労 働 や 農

青 年 学 校 ： 勤 労 青 少 年 の た め の 学 校 で
、

実 業 補 習 学 校 と 青 年 訓 練 所 を 統 合 し て 一 九 三 五 （ 昭 和

1 0 ) 年 発 足
、

四 七 年 ま で 存 続 し た
。

は か ま

も ん ぺ ： 袴 の 形 を し て 足 首 の 所 で く く る よ う に し た 労 働 用 の 衣 服
。

② L げ 」 欄 に 入 る の に 最 も ふ さ わ し い 語 句 を 以 下 よ り ひ と つ 選 べ
。

① 急 が ば 回 れ

③ 傍 線 部 ① に つ い て
、
「 じ ぶ ん の 進 退 が じ ぶ ん ひ と り の こ と で な い 」 と は ど の よ う な こ と か
、

六 〇

字 以 内 で 述 べ よ
。

④ 傍 線 部 ② に つ い て
、 こ の よ う な 行 動 を と る お ば あ さ ん の 心 情 を 一 0 0 字 以 内 で 述 べ よ
。

⑤ 傍 線 部 ③ に つ い て
、

お ば あ さ ん は ど の よ う な 思 い を も っ て い た と 考 え ら れ る か
、

伯 傍 線 部 ④ に つ い て
、

お ば あ さ ん が も ん ぺ を は い て 見 送 る 際 の 心 情 を 一 0 0 字 以 内 で 述 べ よ
。

注 3
注 2

⑤ 地 獄 に 仏

④ 先 ん ず れ ば 人 を 制 す

③  一 か 八 か

② 芸 は 身 を 助 く

① ① か ら ⑤ の 語 句 に つ い て
、

注 4 嘉 平 次 ： 藤 本 嘉 平 次 が 発 明 し た 銘 仙 の 袴 地
。

業 に 従 事 し た
。

注 1

出 典

漢 字 は ひ ら が な に
、

カ タ カ ナ は 漢 字 に せ よ
。

壷 井 栄 「 お ば あ さ ん の 誕 生 日 」 『 少 女 の 友 』 一 九 四 四 年 一 0 月 号 よ り

1 0 0 字 以 内 で
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図2 1947年から2010年の期間における日本の疾患別死亡率の男女比（男性＋女性）の推移

出典： Geriatr Gerontol Int 2013; 13(3): 792-797. より改変

(1) 図1および表1から言えることを4項目あげよ。

(2) 固1における1956年から2004年の平均寿命の性差の変化と似た傾向を示し， 関連していると考え

られる要因について図2より読み取り，120字以内にて説明せよ。

(3) 図2における老衰の死亡率の男女比の変化と図1における平均寿命の性差の変化との関連性につい

て，100字以内にて説明せよ。

(4) 今後，男性の平均寿命を延ばし，平均寿命の性差を小さくするために特に有効と考えられる対策はな

にか。 図2の2004年以降の疾患別死亡率の男女比の変化に注目して考え，120字以内にて説明せよ。
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問2

13 年また は17 年に 一度 の素数 周期で大発生するセミのことを， 生息地である北米では周期ゼミと呼び，

日本では素数ゼミの名で知られている（図1)。 13年や17年周期ゼミは、 各々の周期年を幼虫と して 地中で

過ごしてから羽化する。 周期ゼミの群れ は非常に強い定着性をもっため， ある特定の地域でしか観察されな

い。 北米 において13年周期ゼミは主に南部に，17年周期ゼミは主に北部に生息する。 2024年は221年ぶり

に両方合わせて1兆匹もの周期ゼミが同時に羽化する ことで話題になっている。

図l 大量発生した13年周期ゼミの様子

（伊東ら 周期ゼミの進化一環境変動への適応と生物進化の最適性ーオペレー ションズ・リサーチ 2022

年1月号 改変）

(I) 15年-18年の周期ゼミが同じ地域 に分布した場合，異なる2種の交配周期（ 一度出会ってから再び出

会うまでの期間）はどのようになるか。 計算結果を比較した下記の表を作成せ よ。

16年周期 17年周期

b 

18年周期
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図 2は，10年から20年の周期を持つ11種類の周期ゼミ集団で起こる交配をシミュレー ションで再現し，1,000

年後まで存続した周期ゼミの幼虫生存率と羽化成功率の関係を表した分布図である。

この シミュレ ー ションでは以下の点を設定する。

● 各 1,000匹の純粋な各周期ゼミ ，計11,000匹からスタ ー トする。

● 幼虫は個体差なく成長するが，毎年の幼虫生存率を91%-97%に設定する。

● 幼虫は，自分の持つ周期年を地中で過ごしたら羽化する。 羽化する際の羽化成功率を14.5%-30%に

設定する。

● 羽化した成虫（性別は考慮しない）はランダムに交配すると考え，同時に 羽化した他周期の 個体とも

交配する。

● 交配・産卵後に全成虫は死亡する。 交配の結果生じる交雑種は， 短い方の周期で羽化するようにな

る。 つまり短い方の周期が遺伝的に顕性（優性）であり， 遺伝的に潜性（劣性）な長い周期のセミは

交配 によって個体数が減少する。

● 気温，突然変異のパラメ ータ ーは含まれない。 また幼虫生存率と羽化成功率は種や年によって変動し

なし‘。

図2 シミュレー ションの結果 1,000年後まで存続した個体群の分布

(Yoshimura, Jet al. Selection for prime-number intervals in a numerical model of periodical cicada evolution. Evolution 

63(1), 288-294 2009. 改変）

※本シミュレー ションでは， 交配が進み単ーな集団が維持しづらくなった周期ゼミは，絶滅に至る。

例えば，本グラフのA点では，幼虫生存率が96%, 羽化成功率 16%に 設定しており， 1,000 年後には17と19

年周期ゼミのみが存続する。
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